
木造住宅の耐震改修工法 

[名 称] 

木造住宅用耐震補強工法「ウッドピタフレーム」 
評価番号 Ｗ－014f.2 

評価年付日 R3.3.3 

[申請者] 

矢作建設工業株式会社 

[他機関での評価] 

 一般財団法人 日本建築防災協会 

 

◆ 補強方法の概要 

補強部材（鉄骨フレーム材）を家屋の外側から取り付ける外付け工法です。 

偏った配置の建物を、窓を塞ぐことなくバランスよく補強することができます。 

 

◆ 工法の特長 

  

[問い合せ先] 

 

◆ウッドピタフレーム施工例 

 

■フレーム補強概念図 

■南側に窓の多い建物に最適 

■出入り口にも対応 

■優れた外観デザイン 

■確かな耐震性能 

窓を塞ぐことなく補強でき、通風・採光が保てます。 

ブレース材がないので、出入りが可能です。 

サッシと一体となった形状。 

ご自宅の外観色と合わせた仕上げも可能です。 

(一財)日本建築防災協会等、公的機関の技術評価を取得。 

名古屋大学との共同開発。ウッドピタブレースの 

約 1.5 倍程度の強度を有します。（当社比） 

：フレーム補強ヶ所（１ヶ所） 
(その他ブレース補強１ヶ所、 

合板補強２ヶ所） 

 ◎建物概要 
  建 築 年：昭和５１年 

  規   模：２階 １０８㎡ 

  耐震性能：工事前０.３８ 

       工事後１.０３ 

  施工時期：平成２３年８月 

  工事費用：約２３０万円 
 (※設計費・調査費含む) 
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